
2011年 3月 11日に発生した東日本大震災を受けて
始まった本学の市民向けの大規模災害に関する特別講
演会 (前期)、 連続講演会 (後期)は、2019年度まで続け
て通算約 70回となった。本学は、ボランティア駅伝に
よる被災地支援を継続し、大規模災害対策研究プロジ
ェクトや様々な専門分野の研究者による被災地調査を
続けて来た。今後も学外から大規模災害や防災の専門
家をお招きして多角的に現状の問題や今後の課題など
の検討を続けていく。
2019年度前期の特別講演会では、気象災害の問題

を取り上|ずて検討したが、その後に発生した台風 15号
(9月 )や台風 19号 (10月 )によつて、首都圏はいうまで
もなく、長野県、福島県、宮城県などの地域で甚大な

被害が発生した。特に、台風 15号による千葉県のほと
んどの地域での停電や房総半島南部における家屋の屋
根被害|よいまだに市民生活に深刻な影響を残している。
台風 15号は、三浦半島に上陸後、東京湾上を北東に進
み、千葉市付近に再上陸したが、もしその進路が少し
西側に寄つていたならば、神奈川県東部や東京 23区な
どの地域で甚大な被害を発生させていた可能性がある。

新型コElナウイルスの感染拡大の中で、2020年度前
期特Bll講演会は中止せざるを得ない事態となつたが、
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私たちは 2019年の台風被害を検証し続けることは大
きな意義があると考えている。そこで、2021年度前期
待Ell講演会で1ま、地形と水害への対応を考えるために、

災害地理学がご専門の松田磐余関東学院大学教授をお

招きして、地形と河川氾濫の関係を地理学的な要因か
ら検討する。また、台風 15号による長期の停電や家屋
の甚大な屋根被害を経験した千葉県鋸南町の災害復1日

や住民支援の取り組みについて、同BI役場安田隆博総
務管理室長からご報告を受ける。同時に、南房総の台
風 15号被災地や10月 に上陸した台風 19号で深刻な

被害を受けた東日本大震災被災地の調査を続けてきた

佐藤孝治名誉教授が、そねぞ組の地域での空撮調査か
ら見えてきた現状や課題について明らかにする。
今後の大規模な自然災害と防災・減災の課題につい

て考えていく上で、学Fon分野の横断的な知見の体系化
が今後ますます重要になるが、本学は、地域社会の一

員としての業務継続と社会貢献を進めていく。2021年
度後期では、様々な角度から大規模災害と防災・減災
の課題を考えていくために、10年目を迎えた東日本大

震災被災地の現状力`ら明らかになつた地域社会の持続
可能性や防災力の問題点などをテーマとして連続講演
会を企画する。
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種li週  籠さヨ錯  関東学院大学名誉教授

議:Iヨ  国首1専  千葉県鋸南町役場総務企画課・総務管理室長

佐 藤  孝 治   神剰 11大学名誉教授

宿:フト  簿圭:ス  神奈川大学工学部教授


